
１．はじめに

１９５４年にソ連共産党（以下，「党」と略記）書記長フルシチョフのイニシアチヴによって開始さ

れた処女地開拓は，ソ連史のみならず世界史の中でも，最大規模の開拓の一つである。その開拓面

積は，最初の３年間だけで３５９０万ヘクタールにも及んだ１）。この中でも，もっとも遠隔に位置した

文字通り前人未到の処女地の開拓を実施したのが，新しく組織された穀物ソフホーズ（以下，「処

女地ソフホーズ」と略記）であった。

処女地ソフホーズは，様々な困難に直面するが，もっとも深刻な問題のひとつであったのは，労

働力の確保であった。すべてを最初から建設・建築しなくてはならない処女地ソフホーズでの生活

＜要約＞

１９５４年にフルシチョフのイニシアチヴによって開始された処女地開拓は，世界史の中で

も最大規模の開拓の一つである。この開拓において主導的な役割を果たしたのが，開拓地

に新しく組織された穀物ソフホーズ（処女地ソフホーズ）であった。処女地ソフホーズは，

文字通りすべてのものを最初から建設・建築しなくてはならず，高い労働力流動が当初か

ら解決すべき大きな課題であり続けた。本稿においては，処女地ソフホーズにおける労働

力流動の実態を，カザフ共和国アクモリンスク州エシーリ地区に１９５４年に組織された「熱狂

者」の１９５５年１月１日～１１月１５日の間の離職者データを分析することにより，明らかにし

ようとする試みである。
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条件は，極めて過酷であり，処女地に赴いた志願者の多くは定着しなかった。カードルの補充と流

出は，長らく処女地ソフホーズの抱える根本的な問題となった。このため，労働力流動の実態の解

明，その原因および解決方法は開拓当初から重視され，早い時期から様々な研究が公表されてきた。

ただし，これらの研究は，管見の限りでは，概して州以上のマクロ的視点で行われてきた２）。その

一方で，個別経営を対象としたミクロ的視点での研究は，対象経営の詳細情報，労働者の全般的な

情報（性別，年齢，職種，入職・離職時期，離職理由）が必ずしも十分なものではなく，貴重な事

例は含まれているものの，個別のエピソードに止まるという限界を有していた３）。

しかし，ソ連末期から開始され（紆余曲折を伴いながら）基本的に現在まで続くアルヒーフの公

開は，従来の限界を大きく乗り越える可能性を生んでいる。とりわけ，ロシア国立経済公文書館

（Российский государственный архив экономики）所蔵の連邦ソフホーズ省穀物ソフホーズ部（ф.７８０３,
оп.６）の数々の史料は，以前とは比較にならない詳細な情報の入手を可能としている。本稿は，
このような史料状況の変化により利用可能となったカザフ共和国アクモリンスク州エシーリ地区４）

の処女地ソフホーズ「熱狂者（энтузиаст）」の情報を基に，開拓初期における処女地ソフホーズの
労働力流動の一端を明らかにしようとする試みである。

本稿の構成は，以下のとおりである。まず，２．では，本稿の研究対象である処女地ソフホーズ

「熱狂者」の立地，生産および住宅・施設整備状況を紹介し，その全般状況を明らかにする。続い

て，３．では，「熱狂者」の１９５５年１月１日～１１月１５日の間の離職者データを用いて，その入職時期・

離職時期の傾向，在職期間の全般的傾向・職種別傾向，離職者の年齢構成，離職理由別の在職期間

等を分析する。最後に４．では，以上の分析により得られた知見を提示する。

２．ソフホーズ「熱狂者」の状況

１９５４年の開拓決定から１９５５年にいたるまで，開拓地域では４２５の処女地ソフホーズが組織された。

共和国別では，３３７経営がカザフ共和国に，８８経営がロシア共和国に位置していた。本稿の主たる

考察対象であるソフホーズ「熱狂者」は，カザフ共和国北部のアクモリンスク州エシーリ地区に位

置する。アクモリンスク州は，経営数ではカザフ共和国内では，クスタナイ州の９４に次ぐ，７７が組

織されており，開拓の中心地のひとつであった（Богденко１９７２：１１５）。
１９５４年には，カザフ共和国には２２万５０００人以上の志願者と５万７０００台のトラクター（１５馬力換算），

１万２０００台の穀物コンバイン，２万２０００以上のトラクター・プラウ，２万１５００台以上の穀物播種機

が送られた。この結果，カザフ共和国に対して当初計画された６３０万ヘクタールの処女地開拓は，１９５４

年８月には超過達成された。その後も開拓は継続され，年末までにその面積は８５０万ヘクタールを

超えた。アクモリンスク州エシーリ地区は，このような状況下で，開拓が特に進展をみた地区とし

て名前があがっていた。なお，その他，特に言及されていた地区は，コクチェタフ州ルザエフカ地

区およびクジルトゥ地区，北カザフスタン州１０月地区であった（Карибжанов１９５５：５―７）。
では１９５５年当時のソフホーズ「熱狂者」は，どのような経営であったのか。このことを，新穀物

ソフホーズ建設に関する党中央委員会全権代表の報告書をもとに検討しよう。全権代表は，１９５５年

６月２７日付け党中央委員会決定に従って，通例，５～８の処女地ソフホーズから構成されたゾーン

毎に派遣された（РГАНИ：５／４５／９５／１２４）。彼らは，４～５カ月間にわたり処女地ソフホーズの住
宅・生産施設の建築指導を現地でおこなった。帰任にあたって党中央委員会には報告書が提出され

たが，その内容は，建築の進展状況に止まらず，処女地ソフホーズの生産活動状況，その問題点の
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指摘をも含む広範なものであり，１９５５年当時の実情を伝える貴重な史料となっている。

本稿で利用するのは，アクモリンスク州第１０ゾーンに派遣された全権代表の報告書である。第１０

ゾーンは行政区画ではエシーリ地区の一部であり，１９５４年に５つの処女地ソフホーズ「ジャクス

ウィンスキー」「キーロフスキー」「コムソモールスキー」「ヤロスラフスキー」「熱狂者」が，１９５５

年にはさらに２つの処女地ソフホーズ「キネシェムスキー」「レンタベーリヌィ」が組織された

（РГАНИ：５／４５／１０３／１６―３０）。
１９５５年は，開拓地が旱魃にみまわれた年として知られている。第１０ゾーンの処女地ソフホーズも

その例外ではなかった。苛酷な気象条件にくわえて，収穫作業全般が非組織的におこなわれた。例

えば，コンバイン等の農業機械の準備は遅れ，燃料等の供給も円滑に行われなかった。以上の結果，

収穫作業は「３５日から５５日にも及ぶ」極めて長期のものとなった（РГАНИ：５／４５／１０３／２１―２２）。こ
のため，ヘクタール当たりの小麦収量は２～３ツェントネルに止まり，すべての経営は穀物引渡計

画および小麦収蔵計画を達成できなかった（第１表）。なお，小麦以外の穀物（大麦・燕麦・黍）

の収穫面積は，第１０ゾーン全体でも２３８８ヘクタールにすぎなかった。また，ヘクタール当たり収量

も大麦が１．５ツェントネル，燕麦が０．３ツェントネル，黍が０．９ツェントネルであり，面積・収穫量

ともに実質的な意味をもたなかった。初期の処女地ソフホーズが小麦生産に狭く専門化していたこ

とが確認できる。

処女地ソフホーズにおける住宅・生産施設の建築は，特定省庁隷下の建設組織が請負う形で実施

された。エシーリ地区では，ソフホーズ「熱狂者」は連邦交通建設省が，ソフホーズ「キネシェム

スキー」「レンタベーリヌィ」は連邦内務省矯正労働収容所総管理部（以下，「グラーグ」と略記）

が，その他のソフホーズはカザフ共和国都市・農業建設省が，それぞれ隷下の建設組織を派遣し，

その主導の下で実施された。個々のソフホーズの労働者は，建設組織と連携・協力して建築作業に

参加した（РГАНИ：５／４５／１０３／１６）。
全権代表報告によれば，ソフホーズの住宅・生産施設の建築状況は，担当機関により極めて異な

る結果となったという。もっとも満足のいく整備を行ったのは，グラーグであった。グラーグは，

労働力・建築資材ともに十分に確保されており，地元の建材も活用しながら建築を進めた。当初予

定されていた４５０万ルーブリ相当の建築は９月２０日段階で達成され，その後は追加支出を得て「キ

第１表 アクモリンスク州第１０ゾーンの処女地ソフホーズの生産状況（１９５５年）

ソフホーズ名
小麦（ヘクタール） 穀物引渡（トン） 小麦種子集蔵（トン）

播種面積 収穫面積 収量＊ 計画 実際 ％ 計画 実際 ％

ジャクスウィンスキー ２２５７２ ２００６４ ３．１ ５５００ ２３８１ ４３．３ ２８６３ ２５０２ ８７．４

キーロフスキー １９２１４ １８０３０ ３．９ ８０００ ４７９５ ５９．９ ２６９７ ２３２４ ８６．２

コムソモールスキー ３０４４６ ２７５０８ ２．９ ７５００ ４７３６ ６３．１ ３２００ ２８９２ ９０．４

熱狂者 ２０５６５ ２０５６５ ３．５ ６２００ ４２１９ ６８．０ ２６１８ ２６０６ ９９．５

ヤロスラフスキー １８５４５ １７１２９ ２．８ ４２００ ２０２５ ４８．２ ２６５８ ２６５０ ９９．７

キネシェムスキー １３３３３ １１１３３ ３．３ ２８００ １４２０ ５０．７ ３１７６ ２１０４ ６６．２

レンタベーリヌィ＊＊ １０６００ ８２１２ ２．１ ４４２０ １４５０ ３２．８

計 １３５２７５ １２２６４１ ３４２００ １９５７６ ５７．２ ２１６３２ １６５２８ ７６．４

資料）РГАНИ：５／４５／１０３／２２―２３,２８
＊ヘクタール当たりツェントネル ＊＊「レンターベーリヌィ」は穀物引渡課題が設定されていなかった。

処女地ソフホーズにおける労働力流動

109



ネシェムスキー」「レンタベーリヌィ」における建築作業が継続された。連邦交通建設省も２２０人に

もおよぶ人員を建築に参加させ，建築資材供給も正常に行われた。「熱狂者」における建築は「満

足のいくもの」であり，「住宅面積，文化・生活施設および経営施設の存在という観点からはもっ

とも恵まれた状況にある」とされた（РГАНИ：５／４５／１０３／１６―１７）。これに対して，カザフ共和国都
市・農業建設省による建築は「極めて不良」との評価をうけた。人員は不足しており，かつ労働力

流動が高く，建築資材の供給は不良である等の厳しい指摘がされている（РГАНИ：５／４５／１０３／１７―
１８）。以上の傾向は，第２表のデータからも確認することができる。

以上の分析からソフホーズ「熱狂者」は，エシーリ地区の中では，比較的高い小麦収量や生産課

題遂行率を達成し，かつ住宅・施設建築も順調におこなわれていたことが確認できる。ソフホーズ

「熱狂者」は，党・政府の高官が成功例として度々言及するような「有名ソフホーズ」ではなかっ

たが，総合的にみれば，優良経営とみなして差しつかえないと思われる。

３．ソフホーズ「熱狂者」の労働力流動

本節では，ソフホーズ「熱狂者」の１９５５年１月１日から１１月１５日までの離職者リスト（РГАЭ：
７８０３／６／１１５９／６１―６３）を分析し，労働力流動の実態を明らかにする。同リストは，離職者の氏名，

生年，性別，職種，入職年月日，離職年月日，離職理由が記録されている。当該時期の離職者数は

１８６人である。ただし，このうち入職年月日が不明な５人は在職期間の分析から除いた。また，「逃

亡」等の離職日までが確定不可能なケースは，各月１５日に発生したものと仮定して分析に加えた。

なお，生年の記載がなかった３６名は年齢の分析から除いた。

（１）労働力流動の全般的傾向

ソフホーズ「熱狂者」の１９５５年１月１日時点の在籍者数は３６５人であり，同年１１月１５日までに入

職した者は２３５人，離職した者は１８６人であった（離職理由は，第３表参照）。ここから，１１月１５日

までの入職率は６４．４％，離職率は５１％となる。また，１１月１５日時点の労働者数は４１４人で，うち女

性は６５人であった。ただし，１１月１２日時点で休暇期間を終了したが経営に復帰していない者が１１人

いた。また，４７人が休暇取得中であった。

第２表 アクモリンスク州第１０ゾーンの処女地ソフホーズにおける住宅建設

ソフホーズ名 住宅面積（�） 住民数（人） １人当（�）
ジャクスウィンスキー ３３８２ １１００ ３．２５

キーロフスキー ３１０４ ８２０ ３．７８

コムソモールスキー ３１００ ７２１ ４．２９

熱狂者 ３２４４ ５５５ ５．８４

ヤロスラフスキー ２７１８ ６５０ ４．１７

キネシェムスキー ２７１０ ５４０ ５．０１

レンタベーリヌィ ２６７３ ７４７ ３．５７

計 ２０９３１ ５１３３ ４．０８

資料）РГАНИ：５／４５／１０３／２０

110



（２）入職時期・離職時期・離職者の年齢構成

ソフホーズ「熱狂者」は，１９５４年３月に組織された。このような組織時期および主要作物が春小

麦であるということから，入職時期の約９割は３～５月に集中している（第４表）。これに対して，

離職時期には，それほど明確なピークはなかった。ただし，春の農作業準備が本格化する前の２月，

春の農作業期にあたる５～７月，収穫期の９～１０月においては，離職が集中する傾向は見てとれる

（第５表）。

第６表は，１９５５年の離職者のうち，年齢が判明した１５０人について，その年齢構成を示したもの

第３表 ソフホーズ「熱狂者」における離職理由

理由 人 理由 人

他の機関への異動 ６４ 病気のため １０

自己都合 ３３ 労働規律の侵犯 ５

家庭の事情 ３１ 死亡 ４

逃亡 １９ 就学 ３

兵役のため １６ 受刑のため １

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／５８.

第４表 入職時期

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

１９５４年 ２５ ６０ ７ ０ １ ４ １ ４ ０ ２

１９５５年 １ ５ ７ ３０ ３３ ０ １ ０ ０ ０ ０

計 １ ５ ３２ ９０ ４０ ０ ２ ４ １ ４ ０ ２

％ ０．６ ２．７ １７．７ ４９．７ ２２．１ ０．０ １．１ ２．２ ０．６ ２．２ ０．０ １．１

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.

第５表 離職時期

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

１９５５年 ０ ２３ １２ １４ ２８ ２４ ２６ ７ ２１ ２０ ５ １

％ ０．０ １２．７ ６．６ ７．７ １５．５ １３．３ １４．４ ３．９ １１．６ １１．０ ２．７ ０．６

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.

第６表 離職者の年齢構成

人数 ％

１０代 ３９ ２６．０

２０代 ８０ ５３．３

３０代 ２４ １６．０

４０代 ４ ２．７

５０代 ３ ２．０

計 １５０ １００．０

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.

処女地ソフホーズにおける労働力流動

111



である。離職者の過半数を占めたのは２０代，約四分の一を占めているのは１０代である。１０～３０代ま

での者は，全体の実に９５．３％を占めていた。処女地ソフホーズの労働者が主に青少年から構成され

ていたことが，このデータからも確認することができる。

（３）在職期間の分布

１９５５年にソフホーズ「熱狂者」から離職した者は，平均して２６３．４日在職した。最短は２日間で，

最長は５７５日間であった。全体の在職期間の分布は，第７表に示している。同表は，在職日数をお

およそ３カ月単位で区切ったものであるが，在職期間が９０日以下の者が極めて多く，全体の四分の

一を超えていることが確認できる。

第８表は，在職期間を職種別に示したものである。職種は複数の離職者がいたものだけを採用し

たので，合計人数は１６６人となっている。全体的にみると農業に関連した職種（コンバイン手，農

具オペレーター，運転手等）の在職日数が長い傾向がみてとれる。トラクター作業班（бригада）
長，主任農業技師といった高度な専門家の場合，在職日数はさらに長くなる。なお，トラクター手

は，若干の例外的存在であり，長期間の在職者も存在しているが，短期間の在職者も多く，全体的

には平均在職日数を若干下回っている。農業とは直接の関連のない職種（コック・コック助手）や

熟練を要さない雑役労働者においては，在職日数が短くなる傾向が見てとれる。

第７表 離職者の在職日数（全体）

人 ％

９０日以下 ５０ ２７．６

１８０日以下 １８ １０．０

２７０日以下 １９ １０．５

３６５日以下 ３３ １８．２

４５５日以下 ３１ １７．１

５４５日以下 ２０ １１．１

５４６日以上 １０ ５．５

計 １８１ １００．０

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.

第８表 職種別在職日数

人 在職日数範囲 平均日数 人 在職日数範囲 平均日数

主任農業技師 ２ ３５１―３６５ ３５８．０ 電気機械工／設備工／溶接工 ４ ６５―３３４ １７０．３

トラクター作業班長 ２ ５１４―５２３ ５１８．５ 組立工 ５ ８６―４４９ ３３４．８

トラクター手 ６３ １９―５７５ ２５５．７ 煉瓦石積み職人 ２ １３５―４０４ ２６９．５

コンバイン手 １４ ６７―５６８ ３６４．３ 会計・計算係 ８ １００―４１３ ３０１．９

運転手 １４ ２―４９３ ２８６．２ コック・コック助手 ５ １３―４２９ １８８．４

農具オペレーター ２０ ７―５５８ ２９０．１ 清掃婦 ２ ２４３―２４６ ２４４．５

建築士 ４ ３００―４８９ ４０１．８ 雑役労働者 １８ ３５―４８９ １６８．６

旋盤工 ３ ４６―３１４ １５６．７

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.
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第９表は，離職理由別の在職日数を計算し，長い順に並べたものである。人数が１桁のものは一

般化するのは困難であるが，「病気」「家族の事情」といった本人が意図しない理由は在職日数が長

く，「逃亡」「自己都合」は在職日数が短くなる傾向が見て取れる。

（４）女性労働力利用の特徴

処女地への女性労働者への派遣の必要性は，早い時期から意識されていた。このことについては，

フルシチョフが１９５４年６月５日に党中央委員会幹部会にあてた覚書においても，「若者が新しい家

族を創れるように若い独身女性も（и девушек）」開拓地に派遣することが必要である旨が言及され
ている（Хрущев１９６２：３０１）。また，１９５４年７月１７日の『プラウダ』紙には，アクモリンスク州の
ソフホーズ「マリノフスキー」の６人の若い女性が，処女地開拓への女性の参加を訴えるアピール

が掲載されている（НД１９５９：１５０―１５３）。
１９５５年にソフホーズ「熱狂者」から離職した女性労働者は３０人であった。うち職種がわかる者は

２９人，在職日数がわかる者は２７人であった。平均在職日数は２５５．７日であり，全体の平均と大差が

ない。職種に関しては，第１０表に示したとおりであり，比較的低熟練の職種が多い。また，派遣の

意図を反映してか「コック・コック助手」「清掃婦」「搾乳婦」「保母」といった女性特有の職種が

多くみられる。

４．おわりに

本稿では，比較的優良な経営である処女地ソフホーズ「熱狂者」の１９５５年における離職者データ

を分析することによって，労働力流動を検証した。検証の結果，処女地ソフホーズにおける高い労

働力流動性が確認できた。それは，職種でいえば，農業生産に関係しない職種および低熟練の雑役

労働者で著しかった。

同時に，新たな発見もあった。従来の研究においては，「兵役徴集前の若すぎる者」にコムソモ

ールのパスが渡されたことが批判的な脈絡で語られていた。曰く，「国から多額の資金を受取り，

短期間処女地で働き，彼らは兵役に徴集された」（Арутюнян１９６０：１９９）という具合である。しか

第９表 離職理由別在職日数

離職理由 人数 在職日数範囲 平均日数

兵役 １６ １３６―５６８ ４４４．４

労働規律違反 ５ １８４―４８９ ３８７．６

死亡 ３ ３０８―３８０ ３３６．３

病気 １０ ７―５５８ ３２９．９

家族の事情 ３１ １０―５４９ ２７５．３

他組織への異動 ６０ １９―５１４ ２３６．８

逃亡 １９ ４１―５４８ ２２６．８

服役 １ ２１４ ２１４．０

自己都合 ３３ ２―４９３ ２０１．７

進学 ３ ９０―１８２ １３３．０

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.

第１０表 離職女性労働者の職種

職種 人数 在職日数範囲

雑役労働者 ９ ３５―４９１

農具オペレーター ５ ５６―４８４

トラクター手 ４ ２５―５４９

コック・コック助手 ４ １３―４２９

会計係 ２ ３８８―４１３

清掃婦 ２ ２４３―２４６

運転手 １ ４５７

搾乳婦 １ １８４

保母 １ ７３

資料）РГАЭ：７８０３／６／１１５９／６１―６３.
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し，事実は，その反対であり「兵役」を理由に離職する者の在職期間がもっとも長いことが判明し

た。もちろん，この事実の背景には，徴集が決まっていたからこそ勝手には離職できなかったとい

う事情もあろう。また，こうした徴集までの期間を利用したと思われる「社会勉強」的な就労が

もっとも長く続いたという事実こそが，処女地ソフホーズにおける高い労働力流動性を端的に示し

ているのかもしれない。

［付記］本稿は，令和２年度専修大学研究助成・個別研究「処女地ソフホーズ組織に見るソ連農

村の実態と問題点：１９５４～１９５６年」の研究成果の一部である。

注

１）処女地開拓および処女地ソフホーズに関しては，とりあえず野部１９８８，野部２０１８a，野部２０１８b，野部２０２１を参

照されたい。

２）代表例としては，Арутюнян１９６０，Макаров１９６５，Богденко１９７２等がある。
３）代表例としては，Гатенбергер１９５６，Скрипник Д. и др１９５６，Довжик１９５９，Легчило１９６０等がある。
４）本稿における地名表記は，すべて考察時期のものに統一する。
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